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カーボン材料の微視的構造（特に、空間構造）を精緻に制御する方法として、鋳型炭素化法が
有用である。鋳型炭素化法は、鋳型のもつ細孔空間内で有機化合物の炭素化を行った後、鋳型
を除去することでカーボン材料に鋳型の制御された構造を転写する方法である。

アルミナ、ゼオライト、シリカなどの無機多孔質材料を鋳型とする無機鋳型法と、
界面活性剤などの有機化合物を鋳型とする有機鋳型法があるが、

無機鋳型法の問題点として、①多段階のプロセスであること、②スケールアップが簡単ではな
いこと、③鋳型の溶解除去が大変であること、④直接的な構造・形態の制御が実行不可能であ
ることが挙げられる。

有機鋳型法によるメソポーラスカーボンの構造・形態制御技術を提供

用用途途・・応応用用分分野野

本手法の基本コンセプトは、易分解性高分子を鋳型として、難分解性（熱硬化性）の有機構成
成分との複合体形成と、それに続く易分解性鋳型の除去による周期メソ孔の生成にある。有機
－有機相互作用を用いたメソポーラスカーボンの合成では、有機分子集合体鋳型の除去と炭化
を同時に行うため合成手順を簡略化することができるうえに、従来法では得られなかったナノ構
造を設計することができる。また、無機材料を鋳型に用いる従来法では困難な形態制御を直接
行うことが可能であり、工業化に適したプロセスを提供できる。
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技技術術のの概概要要
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